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最
優

中
学
生
と

高
校
生
の
優
れ
た
科
学
研

　

と
高
校
の
部

で
ｏ

究
を

表
彰
す
る

「
第

６‐
回

日
本
学
生
科

　

生
徒
の
研
究
が

阜

学
賞
」
の
県
審
査
が
行
わ
れ
、
中
学
の
部

　

い
ず
れ
も
１１
月

に

化
石
銅
種
類

「馬
頭
の
地
層
と
化
石
」

那
珂
川
町
立

馬
頭
中

理
科
部

中
新
世

（
約
２
３
０
０

万
～

５
３
０
万
年
前

）
に
は
海
の
底

だ

っ
た
と
さ
れ
る
本
県
の
中

で

も
、
貝
や
木
の
葉
な
ど
の
化
石

地
形
を
考
察

が
よ
く
見

つ
か
る
と
い
う
馬
頭

地
区
。
研
究

で
は
、
同
地
区

の

河
原
や
林
道
な
ど
１８
か
所
を
回

っ
て
集
め
た
化
石
を
も
と

に
、

か

つ
て
の
地
形
を
考
察
し
た
。

収
集
し
た
化
石
は
４０
種
類
ほ

ど

で
、
立
体
的

に
作

っ
た
地
図

の
上

に
発
見
場
所
を
記
し
た
。

そ

の
結
果
、
例
え
ば
、
ホ
タ
テ

の
化
石
が
見

つ
か

っ
た
標
高
約

３
５
０
研
以
下

の
場
所

に

つ
い

て
は
、

「
音
は
浅
く
、
や
や
冷

た
い
海
だ

っ
た
」
と
推
定

し
た
。

「
化
石
が
大
好
き

」
と

い
う

大
金
優
斗
君

（
３
年

）
が
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
。
最
優
秀
賞

の

受
賞

に
大
金
君
は

「
化
石
か
ら

自
分
た
ち
が
住
む
町

の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
研

究
が
選
ば
れ

て
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。
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